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【
当
面
の
景
気
動
向
】

　
前
回（
2
0
0
5
年
　
月
）

11

調
査
で
「
徐
々
に
回
復
基
調

に
な
る
」
と
し
た
回
答
が
全

体
の
　
・
5
%
を
占
め
た
が
、

53

今
回
調
査
で
は
そ
の
好
調
が

現
状
で
推
移
す
る
と
し
た
回

答
が
　
・
0
％
、
徐
々
に
で

61

は
あ
る
が
さ
ら
に
回
復
基
調

に
あ
る
と
す
る
回
答
が
　
・
35

4
％
で
あ
っ
た
。

【
先
行
き
6
カ
月
後
の
経
済

諸
指
標
の
見
通
し
】

　
民
間
設
備
投
資
、
金
利
、

規
制
緩
和
等
の
構
造
改
革
を

除
き
各
項
目
と
も「
横
ば
い
」

　
㈱
ナ
ガ
ノ
計
装
（
東
京
都

大
田
区
東
馬
込
1

　30

4
、
電
話
0
3

5
7
1
8

3
2
8
1
）
は
、
高
精
度

の
計
量
に
対
応
す
る
た
め

に
、
計
量
計
測
器
に
対
し
、

国
内
に
お
い
て
最
上
位
の
計

量
標
準
（
国
家
計
量
標
準
）

を
基
準
と
し
た
校
正
を
行

い
、
そ
れ
と
の
つ
な
が
り
で

計
量
器
の
精
度（
不
確
か
さ
）

を
対
外
的
に
証
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
計
量
法
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

J
C

S
S
」
の
圧
力
区
分
の
校
正

範
囲
を
か
ね
て
か
ら
拡
大
申

請
し
て
い
た
が
、
7
月
5
日

付
で
取
得
し
た
。
ま
た
国
際

M
R
A
対
応
J
C
S
S
認
定

事
業
者
に
も
認
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
同
社
が
発
行
す

る
校
正
の
結
果
は
、
国
際
的

に
相
互
承
認
署
名
機
関
の
間

で
同
等
な
校
正
証
明
書
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
る
。

　
今
回
の
範
囲
拡
大
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
で
、
同
社
は
現

時
点
に
お
い
て
差
圧
を
除
く

圧
力
区
分
の
す
べ
て
の
範
囲

を
取
得
し
た
こ
と
に
な
り
、

長
野
計
器
㈱
製
品
、
ア
ッ

シ
ュ
ク
ロ
フ
ト
社
製
品
の
み

な
ら
ず
、
か
な
り
広
範
囲
の

他
社
製
品
ま
で
も
J
C
S
S

校
正
が
行
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
ま
た
残
っ
た
差
圧
に
つ

い
て
も
年
内
中
に
取
得
す
る

計
画
で
あ
る
。

　
㈱
ナ
ガ
ノ
計
装
で
は
、
J

C
S
S
校
正
を
求
め
る
ユ
ー

ザ
ー
に
不
安
が
な
い
よ
う
、

自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
校

正
費
用
の
見
積
シ
ス
テ
ム
を

以
前
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

機
器
の
形
番
、
精
度
、
圧
力

媒
体
、
圧
力
レ
ン
ジ
等
必
要

事
項
を
入
力
す
れ
ば
、
す
ぐ

に
見
積
金
額
が
表
示
さ
れ

る
。
ま
た
長
野
計
器
製
品
以

外
の
機
器
も
受
け
付
け
て
い

る
。

　
同
社
で
は
、
今
回
の
校
正

範
囲
拡
大
を
機
に
、
校
正
事

計工連が会員企業に意見調査、結果まとまる

長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
資
料
は
計
量
行
政
室
で
配

布
の
ほ
か
、

か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　
意
見
は
所
定
の
意
見
提
出

用
紙
に
日
本
語
で
記
入
の

上
、
郵
送
、
F
A
X
、
電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
送
付

す
る
。
9
月
6
日
我
必
着
。

【
送
付
先
】
〒
1
0
0

8

9
0
1
、
東
京
都
千
代
田
区

霞
が
関
1

3

1
、経
済

産
業
省
産
業
技
術
環
境
局
知

的
基
盤
課
計
量
行
政
室
パ
ブ

と
す
る
回
答
が
多
い
。

　
民
間
設
備
投
資
に
つ
い
て

は
、
政
府
・
日
銀
短
観
は
堅

調
に
推
移
す
る
と
い
う
予
測

だ
が
、
回
答
は
「
増
加
」「
横

ば
い
」が
ち
ょ
う
ど
半
数
と
、

見
方
が
分
か
れ
て
い
る
。

　
金
利
に
つ
い
て
は
　
・
4

85

％
が
「
上
昇
」
す
る
と
し
て

い
る
。
規
制
緩
和
等
の
構
造

改
革
は
前
回
調
査
で
　
・
1

72

％
が
「
進
展
」
す
る
と
し
た

が
、
小
泉
純
一
郎
首
相
の
9

月
退
陣
表
明
を
受
け「
進
展
」

（
　
・
5
％
）、「
鈍
化
」（
　
・

30

37

8
％
）、「
停
滞
」（
　
・
7

31

%
）
と
見
方
が
分
か
れ
て
い

る
。（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

（1） 2006年（平成 18年）8月13日（日）第 2641 号 （　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

計
工
連
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、パ
ブ
コ
メ
募
集
、ナ
ガ
ノ
計
装
J
C
S
S
拡
大
　
陰
面

経
済
と
経
営
観
測
ア
ン
ケ
ー
ト
敢
　
　
　
　
　
   　
 隠
面

寄
稿・
桜
井
慧
雄
氏
、
新
井
宏
氏
、
計
量
史
を
さ
ぐ
る
会
　
韻
面

中
部
7
県
計
量
協
議
会
特
集
　
　
　
　
　
　
 　
　
吋
右
面

最
新
版
電
子
は
か
り
特
集
桓
　
　
　
　
　
               宇
面

寄
稿
・
齊
藤
勝
夫
氏
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
、社
説
  烏
面

A
&
D
業
績
発
表
、
特
定
計
量
証
明
講
習
、
大
阪
府
計
量
協
会
総
会
ほ
か
　
羽
面

　
花
日
本
計
量
機
器
工
業
連
合
会
（
宮
下
茂
会
長
）
は

「
景
気
・
業
況
・
施
策
等
に
対
す
る
会
員
の
意
見
調
査
」

の
結
果
を
発
表
し
た
。
同
会
が
会
員
企
業
を
対
象
に
、
6

月
　
日
か
ら
7
月
　
日
ま
で
調
査
し
た
。
会
員
企
業
1
1

22

26

1
社
の
う
ち
　
社
か
ら
回
答
を
得
た（
回
収
率
　
・
9
％
）。

82

73

輸
出
拡
大
や
国
内
の
消
費
回
復
を
見
込
ん
だ
積
極
的
な
設

備
投
資
が
見
受
け
ら
れ
る
な
か
、
今
回
の
調
査
で
は
現
在

の
好
調
を
維
持
す
る
と
し
た
回
答
が
　
％
に
の
ぼ
っ
た
。

61

会
員
企
業
の
業
況
予
想
も
今
年
度
上
半
期
は
「
良
い
」「
や

や
良
い
」
と
す
る
企
業
が
半
数
を
超
え
た
。
さ
ら
に
下
半

期
は
　
・
1
％
に
増
え
、
好
調
が
持
続
す
る
と
し
て
い
る
。

56

ナ
ガ
ノ
計
装
が
J
C
S
S
校
正
範
囲
を
拡
大

圧
力
区
分
の
ほ
と
ん
ど
を
カ
バ
ー
、年
内
に
差
圧
も
取
得

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
担
当
宛
、

F
A
X
0
3

3
5
0
1

7
8
5
1
、
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス

（
件
名
を
「
計
量
法
附
則
第

4
条
の
計
量
単
位
等
を
定
め

る
政
令
の
一
部
改
正
に
対
す

る
意
見
」
と
し
、
意
見
提
出

用
紙
を
添
付
）

　
％
が
金
利
上
昇
を
予
測

85

業
の
ほ
か
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
や
機
器
販
売
事
業
と

メ
ー
カ
ー
系
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
会
社
の
強
み
を
さ
ら
に
押

し
出
し
、
年
商
　
億
円
を
め

15

ざ
し
て
い
く
。　

（
羽
面
に
拡
大
範
囲
を
掲
載
）

今
号
は
合
併
号

　
今
号
は
8
月
　
日
、
8

13

月
　
日
合
併
号
と
し
て
発

20
行
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
当
社
は
、
8
月
　14

日
俄
か
ら
8
月
　
日
画
ま

18

で
休
業
い
た
し
ま
す
。

日
本
計
量
新
報
社

自
社
H
P
で
安
心

見
積
シ
ス
テ
ム

　
経
済
産
業
省
計
量
行
政
室

は
、「
計
量
法
附
則
第
4
条
の

計
量
単
位
等
を
定
め
る
政
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

案
」
へ
の
意
見
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
を
募
集
し
て

い
る
。
改
正
内
容
は
、
生
体

内
圧
力
を
表
す
計
量
単
位
で

あ
る
「
水
銀
柱
メ
ー
ト
ル
」

等
を
法
定
計
量
単
位
と
み
な

す
移
行
猶
予
期
間
を
今
年
9

月
　
日
ま
で
と
し
て
い
た

30
が
、
2
0
1
3
年
9
月
　
日
30

ま
で
7
年
間
延
長
す
る
。

　
法
定
計
量
単
位
は
国
際
単

位
系
（
S
I
）
を
基
に
統
一

を
進
め
て
い
る
。
生
体
内
圧

力
の
単
位
も
、
非
S
I
の
水

銀
柱
メ
ー
ト
ル
か
ら
S
I
の

「
パ
ス
カ
ル
」
等
に
移
行
す

べ
く
、
1
9
9
2
年
の
改
正

時
に
移
行
猶
予
を
規
定
さ
れ

た
。
そ
の
後
今
年
9
月
　
日
30

ま
で
猶
予
期
間
を
延
長
し
た

が
、
な
お
も
完
全
移
行
に
至

ら
ず
、
再
度
猶
予
期
間
を
延

計
量
単
位
に
関
す
る
パ
ブ
コ
メ
募
集

生
体
内
圧
力
の
　
移
行
を
7
年
延
長
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